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研究成果の概要（和文）：時間認知能力は健常高齢者だけではなく認知症患者でも低下することが知られてい
る。病初期にアルツハイマー病(AD)では「時間の見当識障害」、前頭側頭型認知症(FTD)では「時刻表的行動」
が特徴的にみられる。現れる症状のタイプは違うが、両者ともに「時間認知に関連した障害」としてとらえるこ
とができる。本研究は、AD、FTD患者の時間認知能力を検討することで、その認知的・脳的基盤に関する基礎的
知見を得ることを目的とした。本研究から、認知症の原因疾患によって低下する時間情報の認知能力が異なる可
能性が考えられた。また認知症者にとって課題意図が理解しやすい時間認知課題の作成をおこなった。

研究成果の概要（英文）：Temporal cognition declines with age, and it is known to decline not only in
 healthy older adults but also in patients with dementia. In the early stages of the disease, 
patients with Alzheimer's disease (AD) exhibit “time disorientation” and those with frontotemporal
 dementia (FTD) exhibit “a fixed daily routine (stereotyped behavior)”. Both symptoms can be 
regarded as “disorders related to time cognition”. The objective of this study was to provide 
fundamental knowledge about the cognitive and neural basis of time cognition disorders by examining 
patients with AD and FTD. The present study indicated that the dysfunction of recognizing temporal 
information may differ depending on the type of background disease of dementia. Additionally, an 
effort was made to create a time-cognitive task that would be easily comprehensible to individuals 
with dementia.

研究分野：脳認知科学

キーワード： 認知症　時間認知

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
時間情報を認知する能力は日常生活を送る上で基本的な認知能力である。認知症ではこの能力が低下することが
知られているが、原因疾患によって低下する時間認知能力が異なる可能性が考えられた。認知症患者の時間認知
能力を正しく検討するためには、先行研究で一般に用いられている課題だけではなく、患者にとって課題意図が
容易に理解でき、なおかつ、時間認知の異なる側面を評価できる課題を工夫して用いることが重要であることが
示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
時間情報を認知する能力は、日常生活を送る上で基本となる認知能力である。自動ドアの開閉に
合わせて歩行スピードを調整したり、友人と会食の約束した時間を思い出したりするのも、全て
時間認知能力が関係している。一般にこうした能力は加齢に伴って低下するが、健常高齢者だけ
ではなく、認知症患者でも低下することが知られている。アルツハイマー病（Alzheimer’s disease: 
AD）や前頭側頭型認知症（frontotemporal dementia: FTD）は、脳の異なる部位に障害が生じる
神経変性疾患である。ADでは内側側頭葉、楔前部、頭頂連合野、FTDでは前頭葉眼窩面、前頭
前野、側頭葉前部を中心とした脳部位の機能低下が中心となるが、両疾患ともに病初期に「時間
認知に関連した障害」が出現する。AD では今日の日付が分からない「時間の見当識障害」が、
FTD では毎日日常でおこなう行動が時刻に強く規定される「時刻表的行動」が特徴的にみられ
る。このようにADでは「時間の見当識障害」、FTDでは「時刻表的行動」と現れる症状のタイ
プは違うものの、いずれも時間情報の認知能力に関連する障害とみなすことができる。しかし、
これまでAD、FTDを対象とした時間認知に関する研究は少ない。 
先行研究から時間認知に重要な脳部位として、前頭前野、内側側頭葉、大脳基底核、前頭葉眼
窩面／前脳基底部などが挙げられる（例えば、Pouthas et al, 2005; Picton et al, 2006）。これらの
脳部位は、先に述べた AD、FTD でそれぞれ機能低下が生じる脳部位と一部が重なっている。
ここから AD では内側側頭葉、FTD では前頭葉・前頭葉眼窩面の機能低下に関連した、異なる
時間認知の低下パターンを示す可能性が考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、AD、FTD患者の時間認知能力を検討することで、時間認知障害の背景にある認知的・
脳的基盤に関する基礎的知見を提供することを目的として計画された。 
 
３．研究の方法 
（１）時間認知能力の予備的検討 
先に述べたようにADでは「時間の見当識障害」、FTDでは「時刻表的行動」が特徴的にみられ
る。そこで後方視的データの中から、時間の見当識、および、時間の予定記憶、に関して予備的
な検討をおこない、後述の時間認知課題の作成に役立つ資料を得ることを目的とした。 
（２）時間認知課題の作成 
先行研究において、時間認知能力は、刺激を一定時間呈示してその経過時間を口頭で答えたり、
同じ時間が経ったと思った時にボタンを押したりなどの課題で評価されることが多い。しかし
本研究では認知症の高齢者を対象とするため、こうした対象者にとっても課題意図が直感的に
理解しやすく、言語能力になるべく依存しない時間認知課題を作成する必要がある。さらに時間
認知能力の異なる側面を評価できる実験課題が望ましい。そこで認知症患者に適した課題の作
成を目指した。 
 
４．研究成果 
（１）時間認知能力の予備的検討 
時間の見当識については、認知症スクリーニング検査であるMMSE から、「時間の見当識」課題
の結果を検討した。解析対象者はAD、FTDの診断基準を満たした患者のうち、MMSE が 10/30



点以上、日常生活動作障害が中等度以下の者とした。その結果、AD 患者と FTD 患者の間で、
MMSE の総得点に有意差はなかったが、時間の見当識では AD が有意に低下していた。一方、
場所の見当識では差を認めなかった。時間の予定記憶については、記憶検査であるリバーミード
行動記憶検査から「約束（タイマーが鳴ったら決まった行動をする）」課題の結果を検討した。
記憶検査であることから FTD 患者のデータ数が限られたため AD との比較はできなかったが、
FTD 患者では正答するケースが多いという傾向がみられた。しかしここで挙げた 2 つの課題は
両者共に記憶機能に大きく依存しているため、時間認知能力の異なる側面を評価できる実験課
題の作成が必要であると考えられた。 
（２）時間認知課題の作成 
複雑な言語的教示を必要とせず、視覚刺激をパソコン画面に呈示しておこなう実験課題にする
ことを前提とした。まず先行研究（Schnider, 2000）を参考として、以下の時間認知課題を作成
した。課題条件は時間推定条件とコントロール条件で、2条件ともにパソコン画面上に 1つのド
ットが始点から終点まで毎回同じ軌跡上を移動し、ドットが終点に到達するタイミングでボタ
ンを押すことを求める課題とした。時間推定条件ではドットが移動している途中でドットを画
面上から消し、コントロール条件では途中でドットが消えない設定とした。AD、FTD患者に試
行した結果、課題の説明や練習を繰り返すことを要した場合もあったが、課題理解はおおむね可
能であった。次に先行研究で良く用いられる時間認知課題（視覚刺激を一定時間呈示した後、そ
の時間の長さをボタン押しで再現する）を試行した。先の課題と比べると課題理解により困難を
示したものの、実施自体は可能であった。上記 2つの課題は、時間認知能力の異なる側面を評価
することが可能な課題であり、難易度の調整をおこなうことで、認知症患者に対しても適用可能
であることが確認された。 
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